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選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生息環境 

 

 

現　　状 

オオクワガタ 
主に平地の里山を生息地としており，樹木の伐採による大木の減少に

より個体数が減少し，絶滅の危険性が高い。 

 

宇佐市 

 

 

北海道，本州，四国，九州，対馬 

朝鮮半島，中国 

 

幼虫は平地の腐朽した広葉樹の朽ち木に入り，成虫になると広葉樹の

樹液のある場所に生息。 

 

宇佐市の生息地でも，個体数は非常に少ない。 

コウチュウ目 
COLEOPTERA 
クワガタムシ科 
Lucanidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
準 

Dorcus hopei (E.Saunders)

選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生息環境 

 

 

現　　状 

ムネアカセンチコガネ 
里山の都市化と牧草地や草原の荒廃により，生息地の減少が懸念され

る。 

 

九重町，湯布院町，別府市，大分市，久住町，犬飼町 

 

 

北海道，本州(伊豆諸島を含む)，四国，九州(壱岐を含む) 

朝鮮半島 

 

山地の放牧場が隣接する草原地帯。 

 

 

草原の管理が生息環境に影響を及ぼしており，生息地での個体数は減

少している。 

コウチュウ目 
COLEOPTERA 
センチコガネ科 
Geotrupidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

Ⅱ 
掲載なし 

Bolbocerosoma nigroplagiatum
(Waterhouse)

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

アカマダラセンチコガネ 
全国的に希な種であり，県内でも個体数は非常に少なく，森林伐採や
草地改良など環境の変化による生息地の消滅や減少が懸念される。 
 

九重町，湯布院町，庄内町，宇目町 
 
 
本州，四国，九州，対馬，屋久島 
 
 
山地の草地が隣接する森の，木漏れ日が差し込むような場所。 
 
 
生息地での個体数は減少している。 
 
 
獣糞または植物のいずれを食すのか，食性は不明。黄昏時の飛翔活動
など特異な生態をもつ。 

コウチュウ目 
COLEOPTERA 
コガネムシ科 
Scarabaeidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

Ⅱ 
掲載なし 

Ochodaeus maculatus maculalus
Waterhouse




